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毎　月　10　日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

町　の　人　口

（59年9月禾現在）

人　口　　29，563人

男　　14，416人

女　　15，147人

世帯数　　　9，499世帯

（9月の異動）

転　入134人　　　出
転　出133人　　　死

「防犯の日」町民大会

♭と　　　き　　11月11日（日）　午前9時から

♭　と　こ　ろ　　水巻町「町民会館」

多　く　の参加をお願い　い　た　し　ます。
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免
除
を
受
け
た
保
倹
料
は

避
新
で
き
ま
す

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
保
険
料
の
納
付

困
難
な
ど
の
た
め
、
保
険
料
納
付
の
免
除
を

受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
に
は
入
り
ま
す
が
、
老
齢
年
金
の
金
額

は
そ
の
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
を
納
め
た
場

合
の
三
分
の
一
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
を
後
で
納
め
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す

追
納
は
、
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
当
時

の
保
険
料
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
十
年
前
の
昭
和
四
十
九
年
十
月
分

の
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険

料
額
九
百
円
で
い
い
わ
け
で
す
。

な
お
、
今
回
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
案
）
に
よ
り
ま
す
と
、
追

納
制
度
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
、
追

納
制
度
は
残
り
ま
す
が
、
追
納
す
る
保
険
料

額
を
引
き
上
げ
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
額
を
上
顎
み
し
た
保
険
料
を
追
納
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
改
正
は
、
昭
和

六
十
一
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
案
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
・
そ
れ
ま
で
に
追
納
さ
れ
る

と
大
変
有
利
に
な
り
ま
す
。

保険料の免除申請はお早目に

今
ま
で
に
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

の
あ
る
人
は
、
改
正
法
が
実
施
さ
れ
る
前
に

少
し
で
も
早
く
追
納
し
て
、
多
く
の
年
金
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
追
納
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
役

場
住
民
課
国
民
年
金
係
（
審
2
0
1
－
4
3

2
1
）
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

あなたの名前

間違っていませんか？

役
場
住
民
課
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
を
整

備
す
る
た
め
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
等
の
確

認
を
郵
便
に
よ
り
各
家
庭
に
照
会
い
た
し
ま

す
。
十
一
月
初
旬
頃
に
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
記
載
円
容
を
こ
確
認
の
う
え
、
誤
り
又

は
記
入
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
訂
正
欄
に
記

入
さ
れ
、
返
侶
封
簡
で
回
答
く
だ
さ
い
。
な

お
、
訂
正
が
な
い
万
も
、
そ
の
旨
を
記
入
の

う
え
回
答
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
こ
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
住
民
係
（

宙
2
0
1
・
1
3
2
1
）
に
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

排せつ機能障害の方も

身障手帳を交付します

身
体
障
害
者
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

新
た
に
「
ボ
ウ
コ
ウ
」
「
直
腸
」
の
機
能
障

害
の
万
で
、
人
工
肛
門
、
人
工
ポ
ウ
コ
ウ
を

付
け
て
お
ら
れ
る
方
は
身
障
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

該
当
さ
れ
る
万
は
、
役
場
社
会
課
民
生
係

で
手
続
き
書
類
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生
係
か
遠
賀
福

祉
事
務
所
（
舎
6
0
1
・
2
1
2
1
）
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

律
用
戚
濫崖

医師の診査
が必要です。

1
1
月
の心
配
ご
と

法
律
人
権

相
談

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す

お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
1
月
⊥
3
日
、
⊥
1
月
2
0
日

1

1

月

2

7

日

い
ず
れ
も
⊥
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

中
小
企
業
者
の
方
へ

中
小
企
業
者
の
万
が
、
新
鋭
設
備
を
導
入

し
て
作
業
工
程
の
合
理
化
や
生
産
性
の
向
上

を
図
り
た
い
と
き
、
協
会
に
お
申
し
込
み
に

な
れ
ば
協
会
が
そ
の
設
備
を
希
望
さ
れ
る
機

械
設
備
メ
ー
カ
ー
、
ま
た
は
商
社
か
ら
現
金

で
購
入
し
、
長
期
低
利
の
分
割
払
に
よ
り
中

小
企
業
者
の
万
に
買
い
取
っ
て
い
た
だ
く
制

度
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
申
込
み
受
付
期
間
及
び
場
所

商
工
会
で
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す

▽
利
用
資
格
　
県
円
に
事
業
所
ま
た
は
工
場

を
有
す
る
企
業
で
、
一
年
以
上
の
事
業

実
績
の
あ
る
者

※
詳
し
い
こ
と
は
、
水
巻
町
商
工
会
（
支
2

0
1
・
7
5
5
1
）
ま
た
は
（
財
）
福
岡

県
中
小
企
業
設
備
貸
与
協
会
（
県
庁
内
・

通
商
金
融
課
（
宙
0
9
2
・
6
4
1
・
7

4
1
9
）
に
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

れ

貸与の方法

設 備 貸 与 制 度 先端設備等貸与制度

貸与限度額 一企業20万円～2 千万円まで 一企業3千万円まで

貸与期間
4年半（認 諾 席は）

4　年　 半

返済方法 均等半年賦払 均等半年賦払

貸与損料 年利率5パーセント 年利率5パーセント

保　 証　 金 貸与設備額の10パーセント
貸与設備額の10パーセント

（250万円を限度とする）

愛
　
の
　
贈
　
物

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
万
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
机
　
　
　
故
・
大
林
イ
シ
殿

大
林
英
雄
殿

○
吉
田
団
地
　
故
・
中
川
昭
五
殿

分
譲
　
　
　
中
川
雪
枝
殿

○
高
尾
田
地
　
故
・
小
幡
ハ
ル
ノ
殿

小
幡
　
諭
殿

○
古
　
賀
　
故
・
岡
有
秀
殿

岡
有
感
殿
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精
神
薄
弱
者
の
適
所
授
産
施
設
「
み
ど
り

園
」
が
、
来
年
四
月
に
開
園
す
る
こ
と
に
な

誓
入
園
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
園
は
、
遠
賀
・
中
間
の
一
市
四
町
が
建

設
資
金
を
出
し
、
社
会
福
祉
法
人
遠
賀
中
間

会
が
経
営
す
る
精
神
薄
弱
者
の
自
活
に
必
要

な
生
活
指
導
及
び
作
業
指
導
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
次
の
要
領
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
入
所
対
象
者
　
1
5
歳
以
上
の
精
神
薄
弱
者

で
通
園
可
能
な
人
及
び
団
体
生
活
の
で

き
る
人
。

▽
作
業
科
目
　
陶
芸
、
ト
リ
オ
イ
テ
ー
プ

作
り
、
箱
折
、
そ
の
他

▽
費
用
保
護
者
の
所
得
額
に
応
じ
て
一
部

負
担
あ
り
。
通
園
バ
ス
で
送
迎
あ
り
。

▽
そ
の
他
作
業
に
よ
る
収
入
（
原
材
料
費

控
除
後
）
は
工
賃
と
し
て
入
園
生
に
配

分
。
昼
食
は
給
食
あ
の
㌔

▽
申
込
み
　
1
1
月
3
0
日
ま
で
に
、
役
場
社
会

課
民
生
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

お年玉つき年賀はがき

11月5日から発売

鍵∴∵密
葬’　経

文
化
祭
の
行
事
の

お

知

ら

せ

芸
術
の
秋
－
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日

を
中
心
に
全
国
で
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

当
町
で
も
文
化
祭
の
行
事
と
し
て
日
頃
、
各

々
の
同
好
会
で
作
品
製
作
に
取
り
組
ん
で
あ

る
皆
さ
ん
方
の
作
品
展
示
会
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
万
の
こ
観
賞
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

電
子
郵
便
の
取
扱
い
開
始

電
子
郵
便
は
、
遠
隔
密
送
装
置
を
利
用
し

て
、
手
紙
や
設
計
図
、
イ
ラ
ス
ト
等
の
写
が

全
国
各
地
へ
速
達
よ
り
半
日
か
ら
盲
早
く

配
達
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

原
稿
は
、
西
洋
紙
（
Ｂ
4
判
）
の
大
き
さ

以
内
な
ら
結
構
で
、
一
通
分
の
原
稿
を
多
数

の
宛
先
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遠
分

の
料
金
は
一
枚
目
が
五
百
円
、
二
枚
目
か
ら

一
枚
に
つ
き
三
百
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

サリ訂コｒ・’・∵∴宗Ｆ霊ｒ・こ‘・．・1割

紬便局鶏
ｉｉ10月1日からｉ蔓
■11111＝、訂1111＝芯．11戎

☆
こ
ん
な
と
き
、
こ
ん
な
使
い
方

○
見
積
書
、
出
張
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
ビ
ジ
ネ
ス
通
庸
に

○
手
書
き
の
お
祝
い
の
言
葉
、
イ
ラ
ス
ト
も

心
を
こ
め
た
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
上
ン
に

展示種目 展 示 会 場 展　示 期　間

菊　 花
水巻町々民会館

稟　 広　 場
11月1 日～11月6 日

生　　 花 水巻町々民会館

玄関ホール及び大ホール
11月1日～11月6日

盆　　 栽
水巻町々民会館

玄関ホール
11月1日～11月6日

書 水巻町々民会館

和　 室（松）
11月1日～11月6日

墨 彩 画 水巻町々民会館

大ホール
11月4日～11月6日

水 墨 画
水巻町々民会館

和室及び大ホール
11月4日～11月6日

写　 真 アピロス水巻店 11月3日～11月6日

ち
ょ
っ
と
し
た
仕
事
は

中
高
年
事
業
団
へ
／

高
齢
者
社
会
の
到
来
に
伴
な
っ
て
、
お
年

寄
り
に
仕
事
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
現
在

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

遠
賀
郡
、
中
間
市
内
の
申
高
年
齢
者
で
作

っ
て
い
る
遠
賀
中
間
中
高
年
事
業
団
で
は
、

働
け
る
場
を
つ
く
り
、
経
験
を
生
か
し
て
少

し
で
も
町
づ
く
り
に
役
立
と
う
と
、
広
く
一

般
の
家
庭
で
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
簡
単
な
仕

事
の
注
文
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

家
屋
の
補
修
、
公
園
の
草
刈
り
、
植
木
の

勢
冠
、
空
地
の
草
刈
の
∴
ビ
ル
の
清
掃
、
側

溝
の
布
設
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
気
軽
に
遠
賀
中
間

中
高
年
事
業
団
（
遠
賀
町
別
府
含
2
9
3
・

5
2
1
1
）
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

用
申
込
用
紙
請
求
及
び
申
込
先

遠
賀
・
串
間
地
域
広
域
行
政
事
務
観

念
蕎
課
庶
務
係

∽
受
付
期
間

ュ

1

月

2

1

日

～

1

1

月

3

0

日

※
試
験
の
問
い
合
わ
せ
は
、
広
域
行
政
事
務

組
合
絵
務
課
庶
務
係
（
含
2
9
3
・
3
5

8
1
）
へ
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

遠
賀
・
中
間
地
域
行
政

事
務
組
合
職
え
募
集

▽
採
用
職
名
・
人
鼻

作
業
貞
義
（
ご
み
処
理
施
設
に
勤
務

し
、
こ
み
焼
却
等
業
務
に
従
事
）

▽
受
験
資
格

の
高
校
卒
以
上
の
男
子
で
、
盾
和
訳
年
ュ
0

月
1
日
か
ら
盾
和
4
0
年
9
月
3
0
日
ま
で

に
生
れ
た
者

は
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
及
び
地
方
公

務
員
法
第
ュ

6
条
に
該
当
す
る
者
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

芦

屋

基

地

開
庁
記
念
行
事

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
基
地
開
庁

二
十
四
周
年
を
記
念
し
て
次
の
と
お
り
開
庁

記
念
行
事
を
行
な
い
ま
す
。

▽
日
　
時
　
1
1
月
ュ
1
日
　
9
時
～
ュ
4
時

（
基
地
解
放
　
8
時
3
0
分
～
ュ
4
時
）

▽
場
　
所
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽
催
し
物
　
○
観
閲
式
　
○
展
示
飛
行
（
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
）
　
○
バ
ト
ン
ト
ワ

ラ
ー
、
チ
ビ
ッ
子
ヤ
ン
グ
広
場

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
神
奈
川
県
津
久
井
郡
城
山
町
川

尻
一
〇
二
九
番
地

○
届
出
先
　
城
山
町
川
尻
二
五
六
二
番
地
、

財
産
管
理
人
・
八
木
徳
治
（
含
0
4
2
7

・
8
2
・
2
0
0
9
）

○
届
出
期
限
　
5
9
年
ュ
1
月
3
0
日
ま
で
。
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秋晴れの中で熱戦

う集が名体育の日行事に549

澄
み
き
っ
た
秋
空
の
下
、
体
育
の
日
ス
ポ

ー
ツ
行
事
と
し
て
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
と
婦
人
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
十
月
十
四
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
の
南
中
学
校
と
吉
田
小
学
校
に
は
、

各
地
区
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
二
十
チ
ー
ム
・

三
百
四
十
名
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
十
一
チ
ー
ム

二
百
九
名
が
参
加
。
家
族
や
地
区
の
声
援
を

う
け
な
が
ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

秋空の下で力づよいプレ　ーを展開

◇
婦
人
レ
ク
バ
レ
ー
◇

【
南
中
学
校
会
場
】

Ａ
パ
ー
ト
　
優
　
勝
　
上
　
二

準
優
勝
　
樋
口
Ａ

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
　
勝
　
下
二
Ｂ

準
優
勝
　
吉
田
二

【
吉
田
小
学
校
会
場
】

Ｃ
パ
ー
ト
　
優
勝
　
古
　
賀

準
優
勝
　
み
ず
ほ
団
地

◇
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
◇

【
南
中
学
校
会
場
】

Ａ
パ
ー
ト
　
優
　
勝

準
優
勝

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
　
勝

準
優
勝

【
吉
田
小
学
校
会
場
】

Ａ
パ
ー
ト
　
優
　
勝

準
優
勝

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
　
勝

準
優
勝

吉
田
三

上
　
二

高
松
団
地

吉
田
団
地

下
二
町
住

み
ず
ほ
団
地

吉
田
二
猪
熊

伊左座5年連続優勝　＿　お年寄りに舞踊のプレゼソト

一幸自流・寿鷹会のみな　さ　ん－

お
年
寄
り
に
日
本
舞
踊
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
町
内
で
舞
踊
を
習
っ
て
お
ら
れ
る

方
が
九
月
二
十
五
日
、
机
山
荘
で
見
事
な
腑

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

机
山
荘
を
訪
れ
た
の
は
、
町
内
で
日
本
舞

鯖
・
春
日
流
（
春
日
寿
鷹
先
生
）
を
習
っ
て

お
ら
れ
る
寿
鷹
会
七
名
の
方
。
出
し
物
は
、

花
と
竜
、
竜
馬
が
行
く
、
千
両
舞
、
空
手
一

代
、
皆
の
衆
か
ら
新
し
い
も
の
で
細
雪
、
さ

ざ
ん
か
の
宿
、
矢
切
の
渡
し
な
ど
八
曲
。

艶
や
か
な
踊
り
や
力
強
い
踊
り
に
、
お
年

寄
り
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い

寿
鷹
会
の
皆
さ
ん
、
楽
し
い
一
日
を
作
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

ー筑豊少女バレーボール大会－

朝
日
新
聞
社
杯
を
懸
け
て
の
第
五
回
筑
豊

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
九
月
十
五
日

遠
賀
町
・
水
巻
町
を
会
場
に
熱
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
直
方
市
、
田
川
市
、
苅

田
町
、
北
九
州
市
香
月
、
鞍
手
郡
、
遠
賀

郡
、
申
闇
市
な
ど
筑
豊
各
地
か
ら
三
十
二
チ

ー
ム
五
百
名
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、

八
チ
ー
ム
中
、
水
巻
勢
が
四
チ
ー
ム
（
猪
熊

頃
未
フ
ァ
イ
ブ
、
伊
左
座
、
吉
田
）
残
り
、

町
円
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。

決
勝
で
は
、
伊
左
座
と
田
川
郡
の
糸
田
が

対
戦
。
伊
左
座
チ
ー
ム
は
2
－
0
と
ス
ト
レ

ー
ト
で
糸
田
を
下
し
、
五
年
連
続
の
優
勝
を

手
に
し
ま
し
た
。

′ロ．ヽ
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お母さん大ハッ　スル

－婦人ビーチボールバレー大会－

は
い
サ
ー
ブ
、
強
く
打
っ
て
1
町
民
体

育
館
に
元
気
な
声
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。

十
月
二
日
、
健
康
と
美
容
の
た
め
に
最
適

と
、
十
八
チ
ー
ム
・
八
十
七
名
の
お
母
さ
ん

た
ち
が
集
ま
り
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
十
歳
代
、
四
十
歳

代
、
五
十
歳
代
の
三
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
試
合

開
始
。
し
ば
し
家
庭
の
事
を
忘
れ
て
ふ
ん
わ

か
ポ
ー
ル
を
懸
命
に
追
う
、
お
母
さ
ん
た

ち
1
家
族
の
声
援
考
つ
け
て
大
ハ
ッ
ス
ル

の
一
日
で
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
の
㌔

〔
3
0
歳
代
の
部
〕

一
位
石
田
、
円
野
、

大
島
、
代
財

〔
4
0
歳
代
の
部
〕

一
位
住
輿
川
北
、
大
屋

小
野
、
柴
田

二
位
最
、
松
尾
、
森
、
木
公
租

〔
5
0
歳
代
の
部
〕

二
位
木
村
、
麻
生
、
古
市

下
垣
、
仮
畠

一
位

室
井
、
川
崎
、
大
田

池
田
、
山
田

14　チ　ー　ム　が熱戦

－少年団バレーボール大会－・－

町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
の
親
睦
と
、

技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
閑
か
れ
て

い
る
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
。
今
年
は

十
月
十
日
、
体
育
の
日
に
町
民
体
育
館
で
十

四
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
教
育
長
旗
を
か
け
て

熱
戦
を
繰
り
広
ろ
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
八
連
覇
を
目
指
す
伊
左
座
と

こ
れ
を
阻
も
う
と
す
る
吉
田
が
対
戦
。
全
国

大
会
出
場
で
磨
き
の
か
か
っ
た
伊
左
座
の
パ

ワ
ー
カ
に
、
健
闘
及
ば
ず
敗
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
新
人
戦
（
四
年

生
）
で
は
、
猪
熊
が
優
勝
し
ま
し
た
。

〔
試
合
結
果
〕

優
勝
伊
左
座

準
優
勝
吉
　
田
　
三
位
　
猪
熊

・
新
人
戦
（
四
年
生
）

優

勝

猪

熊

　

準

優

勝

吉

田

吹田　修さん

（伊左座）

由
ｍ
ｎ
呼
　
白
田
白
白
濫
鎚
唱

今
年
の
秋
季
県
民
体
育
大
会
の
砲
丸
投
げ
で

大
活
躍
－
1
3
㍍
3
1
の
記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
日
・
十
一
日
に
東
京
国
立
競
技
場
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
。
水
巻
町
か
ら
は

十
一
年
ぶ
り
、
上
位
入
賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

泉　清志さん

（古賀県住）

回
自
白
竜
僻
む
訪
日
自
軍
白
討
臼

北
海
道
大
学
の
水
泳
部
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
旧

帝
大
七
校
の
水
泳
競
技
大
会
で
優
勝
に
導
い
た
。
泉

君
は
小
学
生
の
時
か
ら
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
活

躍
。
東
筑
高
校
で
は
、
四
百
㍍
・
4
分
3
0
秒
の
好
タ

イ
ム
を
記
録
。
ロ
ン
グ
が
得
意
で
、
目
下
、
全
日
本

水
泳
選
手
権
で
の
優
勝
を
目
ぎ
し
頑
張
っ
て
い
る
。

有光孝一君

（上　二）

亀
ａ
ｎ
呼

回
墾
背
恩
荒
蕪

奈
良
県
で
開
か
れ
た
秋
季
国
体
に
、
砲
丸
投

げ
の
選
手
と
し
て
出
場
。
健
闘
し
て
決
勝
ま
で

進
出
、
1
4
㍍
9
4
の
成
績
で
五
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
現
在
、
八
幡
西
高
の
一
年
生
、
将
来
に
期

待
が
持
て
る
少
年
で
す
。
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保
維
　
衛
生
だ
滋
り
　
間
し
璃
柚
健
康
対
策
係

胴Ⅲ冊

母

子

手

帳

の

交

付

▽

。

時

謂

顎

午

前

程

▽

場

所

役

場

西

別

館

▽

内

容

母

子

保

健

制

度

の

説

明

、

母

子

手

帳

の

使

い

方

、

検

診

結

果

の

説

明

、

個

人

相

談

※

注

意

事

項

①

保

健

所

で

の

妊

婦

検

診

終

了

後

1

0

日

以

上

経

っ

て

い

る

こ

と

。

⑧

印

鑑

を

持

参

の

こ

と

。

④

で

き

る

だ

け

本

人

が

お

い

で

下

さ

い

。

母

親

学

級

▽

日

時

1

1

月

5

日

第

1

課

ュ

1

月

⊥

2

日

第

2

課

1

1

月

⊥

9

日

第

3

課

い

ず

れ

も

、

⊥
3

時

～

⊥

3

時

3

0

分

受

付

▽

場

所

第

1

課

と

第

2

課

は

役

場

酉

別

館

第

3

課

は

農

業

田

地

セ

ン

タ

ー

（

農

協

水

巻

支

所

横

）

▽

対

象

初

産

婦

▽

持

参

晶

母

子

手

帳

※

詳

し

い

円

容

は

、

母

子

手

帳

交

付

の

と

き

に

説

明

し

ま

す

。

地

区

別

健

康

相

談

▽

日

時

と

場

所

☆

ュ

1

月

⊥

2

日

（

月

）

⊥

0

時

～

ュ

1

時

「

机

山

荘

」

☆
ュ
1
月
2
8
日
（
水
）
　
ュ
0
時
～
1
1
時

「
高
松
団
地
集
会
所
」

▽
健
康
相
談
の
円
容

検
尿
、
血
圧
測
定
、
塩
分
テ
ス
ト
（
朝

作
っ
た
ズ
そ
汁
″
を
少
々
持
参
く
だ
さ

い
）
、
検
診
結
果
の
説
明

※
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

－
カ
月
児
健
康
相
談

小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ
ト
を

お
渡
し
し
ま
す

肥
満
教
室
を
開
催

食
耀
陣

た
。
食
欲
に
ま
か
せ
て
食
べ
る
と
、
ま
す
ま

す
体
重
が
増
え
ま
す
。
肥
満
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▽
料
金
　
無
料

▽
申
込
み
　
電
話
で
も
よ
ろ
し
い
の
で
、
健

康
対
策
課
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
ュ
1
月
2
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
役
場
西
別
館

※
4
カ
月
児
（
5
9
年
6
月
8
日
か
ら
5
9
年

7
月
4
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
幸
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
辛
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
オ
モ
チ

ャ
空
っ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な

お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
幸
が
届
い
て
な
い
万
は

衛
生
係
へ
連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い
。

（

プロ　グ　ラ　ム

猥 、、ン組 事 績 ユ笑野栄※ 盗 泉 丈 漉 滋

、滝、・鉦 計 璃齢
1 3 ：30 － 14 ：00 開　 講　 式 農 業団地 セ ンター

14 ：（氾 ～ 1 5 ：30 肥満 と病 気 農 業団地セ ンター

、‾壬1月15 日 9 ：3 0 ～ 1 1 ：（沿 食品交換表の使い方 農 業団地 セ ンター

1 1月2 2 日 9 ：3 0 ～ 1 1 ：（氾 肥満 と運 動 （ヨガ） 武　 道　 館

、ま1即 略 9 ：3 0 ～ 11 ：（氾 調理実 習 農 業団地セ ンター

握　　 に　 な　 た　 臆
宕 検 入 滅　 0 ） 福　　　　　　　　　　　 1 1 月 の 保 健 ご よ み

紺 忘 Ｅ 品 彗 畢 小

雪 霊 雲 量 毒 筆 絹

㍉ 弓 ㍉ 言 検

芸 0 姦 嘉 ぎ 憂 苦

豊 潤 雛

鳥 凄 宴 巳 だ 凝 慧　 ま

喜 襲 泰 重 要 要 子 す

下　 （　 ま　 る　 な　 」　 を
環 晋 電 車 完 璧 彗

1

・、′藷湖転 ‾笑．Ｖ、藤 、薫

4 カ 月児健 診 13 ：10 ～ 14 ：00 役 場 西別 館

さ′、′′欝、ｔ

養

母 子手 帳 交付

母 親学 級

10 ：00 一一1 1 ：00

13 ：30～ 15 ：00
役 場 西別 館

三 種混 合 13 ：30一一14 ：30 町 民 会館

肥満 教 室 13 ：30～ 15 ：00 農 業 拭地 セ ン ター

語藩彙

、′憂ｉ
健 康相 談 10 ：00一一11 ：00 机　 山　 荘

母 親学 級 13 ：30～ 15 ：00 役 場 西別 館

肥満 教 室 9 ：30～ 11 ：00 屋 業 団地 セ ンター

芸壷 、 療 育訓練 13 ：00一一16 ：00 遠 賀 保健 所 （予約 者 のみ）

違 、
賢序 Ｉ、・

胤

母 子手 帳 交付

母親 学 級
10 ：00～ 11 ：00

13 ：30～ 15 ：00
役 場 西別 館

肥満 教 室 9 ：30～ 11 ：00 水 巻 町武 道館

漆 、．、 成 人病健 診 9 ：00～ 11 ：0 0 町 民会 館

窯．、、．こ2．．、線 注．‾、．． 健 康相 談 10 ：00～ 11 ：00 ‘高 松 団地 集会 所

三種 混 合 13 ：30～ 14 ：30 町 民 会館

肥満 教 室 9 ：30 一一11 ：00 農 業 団地 セ ンター



（7）広叫品元ｉ云　Ⅲ冊ｌ冊冊ｎｎｎⅢ附ⅢⅢ‖酬Ⅲｌ…酬‖

11月のし尿汲取予定日
1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊
6区

2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊2区

5日　頃末（22、23区）、吉田二6区、富田三5

区、猪熊10区、月2回まわり（環境整備セ
ンター）

6日　頃未（22、24区）、吉田二（1、2区）、

吉田三（2、5区）、猪熊3区
7日　富田三（1、2、3、5、6、11区）、猪

熊（2、4、5区）月2回まわり（太洋社）

8日　吉田三（緑風園）、新生街（山ノロ団地）、

頃末（15、25区）、猪熊（2、3、10区）
9日　頃末（5、15、17、18、19、20、21、松栄

荘）

10日　頃末（9、10、12、18、20、21区、松栄荘、

みずまき苑）、美吉野、下二、伊左座、立
屋敷

12日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、下二、二、吉田二（1、8区、

川端通り、本村）、頃末6区、美吉野

13日　吉田二（3、4、5、6、13、14、15、16

区）、二、頃末（11、14区）、美吉野

14日　吉田二（3、4、5、6、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、古賀、

新生街
15日　下二町住、二町住、苫田一（商店街）、吉
田三（車返し）

16日　苫田田地（37－43、46～52棟）、二町住、
古賀、机

17日　吉田団地（19～22、27－36、44、45、53－
57、86、94－101棟）、古賀、机

19日　吉田団地（1～6、8－10、12、16－18、

23－26、60～65、83～85、102－104、109－

113棟）、樋口（中井樋口、卯月）

20日　吉田団地（7、11－15、66－73、75－82、

105、108棟）、猪熊町住、月2回まわり（
環境整備センター）

21日　吉田団地分譲、下二（1、2、3区）、月

2回まわり（太洋社）、古賀県住
22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）

樋口

24日　二、伊左座、猪熊
26日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下二

（4、10区、双葉荘）、猪熊、樋口
27日　下二（5、6、7区）、樋口（赤水、川端

通り）

28日　みずほ団地

29日　みずほ団地、猪熊、樋ロ

ーお　願　い－

汲取口の近くには、犬をつながないで下きい。

犬が噛みつく事故がおこっています。

昭和59年10月25日　……Ⅲ…ｌ…

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種

▽
対
象
者
満
3
歳
以
上
の
人

▽
実
施
期
間
　
1
1
月
1
日
～
1
2
月
1
5
日

▽
実
施
場
所
町
円
の
各
開
業
医
院
の
診
療

時
間
円
に
受
け
て
下
さ
い
。

▽
接
種
万
法
　
2
週
間
か
ら
4
週
間
の
間
隔

で
二
回
接
種
の
こ
と

▽
料
金
一
回
に
つ
き
七
百
三
十
円
。

・第1火曜日一般乳幼児
・第2火曜日5カ月児

（4カ月健診もれ者）
・第3火曜日幼児健診（3歳児）
・第4火曜日5カ月児

（4カ月健診もれ者）
・第5火躍日一般乳幼児
第1・第5火曜日は来所者全
員を受付けます。
受付時間13時～14時ｔで
※第2・4火曜日は検査セットを
希望者におわたしします0
福岡県遠賀保健所

但
し
、
生
酒
保
護
世
帯
、
町
県
民
税
が

均
等
割
以
下
の
世
帯
、
及
び
中
学
生
以

下
の
児
童
及
び
就
学
前
の
幼
児
は
無
料

に
な
り
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
接
種
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
役
場
衛
生

係
に
問
診
票
を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。
な

お
、
一
般
有
料
分
は
各
医
院
に
も
お
い
て

あ
り
ま
す
。

⑪
問
診
票
に
必
ず
捺
印
す
る
こ
と
。

⑨
当
日
の
朝
、
必
ず
体
温
を
計
っ
て
受
け

て
下
さ
い
。

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
熱
の
あ
る
人

○
慢
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人
、
体
が

著
る
し
く
一
嘉
し
て
い
る
人
。

〇
一
カ
月
以
内
に
麻
疹
、
お
た
ふ
く
風
、

水
痘
な
ど
に
か
か
っ
た
子
供
。

○
現
在
、
妊
娠
し
て
い
る
人
。

□［＝］⊂コ［：＝］□□
相
川
ｕ

♭と　き11月9日　1（暗～12時

♭ところ　鯉口分譲団地（吉田ショッピングセンター横）

高血圧予防のための食事づくりを中心にした料理講習会を

キッチンカーを使って行います。

♭内　容（り高血圧予防のための食事づくり
②滅食塩の実習と試食会

Ｊ＝Ｍｌ～Ｉ．ｌＩｌｌｌＩ～・．ＨＩＩｌ．・～ＩｌｌＬｌｈ・一ヽ′・，ｌｌｌＩ．1～ｌＪＨＨ．．ノ．一ＩＩｌｌＩＩＩ・′ヽ′。ＩＩｎＩＩ～Ｉｌｌ1．1，．一一′ｌ用日．・～°ｌＩＨ

聖董革薄ヨ

～　　　みずまち　ともみ

水町　友美ちゃん
昭和58年12月12日生

Ｉ（覇業）さんの長女

～　毎日、お兄ちゃん達と元気
章　に遊んでいる少し気の強い女

～　の子です。一人立ちでお遊ぎ
善　もじょうずなんだよ。正直で

！素敵な女の子になってね……。
（高松団地12棟）

料
理
講
習
会
を
開
催
…

二蟹＿一二ニ哀声千二妄こ一塩

はまだ　みつあき

浜田　充暫くん
昭和58年12月6日生

（任鮎）さんの長男

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る

～’主

～

～

（

†

～

～

†

～

く

ハイハイがとても早くなっ　章
たよ。つかまり立りも出釆る　～
けど、パパが「酔っぱらい立　萱

ちだ」って笑うんだ。お語りｉ
も上手に出釆るよ0元気に育　蔓
ってネ…・＝ママより。

（梅ノ木団地。7棟）！



水
巻
丑
日
ば
な
し
い
ｊ

石
　
炭
　
物
　
語
　
⇔

炭
　
坑
　
と
　
西

明
治
維
新
に
よ
っ
て
新
政
府
が
つ
く
ら
れ
る
と
、
世
の

中
が
大
き
く
か
わ
っ
た
。
こ
の
か
わ
り
よ
う
は
、
昭
和
二

十
年
の
敗
戦
の
と
き
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

ま
ず
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
、
新
政
府
は
大
庄
屋
制

度
を
廃
止
し
た
が
、
こ
れ
に
は
百
姓
、
掘
子
た
ち
が
驚
い

七
。
今
ま
で
の
大
庄
屋
は
警
察
と
司
法
の
両
方
を
握
り
百

姓
ら
を
生
か
す
も
殺
す
も
思
い
の
ま
ま
、
そ
れ
を
新
政
府

が
解
任
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
世
の
中
が
ひ
っ
く
り
返
っ

た
も
同
然
、
あ
ま
り
の
か
わ
り
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
先
き

ど
う
な
る
の
か
と
不
安
が
さ
き
に
き
た
。
つ
づ
い
て
翌
二

年
、
「
鉱
山
は
府
藩
県
に
願
い
出
れ
ば
、
だ
れ
で
も
採
掘

し
て
も
よ
い
」
と
の
、
い
わ
ゆ
る
「
鉱
山
解
放
令
」
を
布

告
し
た
。
さ
ら
に
明
治
五
年
、
「
鉱
山
の
地
面
は
地
主
の

所
有
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
あ
る
鉱
物
は
地
表
と
地
底
を
問

わ
ず
、
み
な
政
府
の
所
有
で
あ
る
」
と
の
「
鉱
山
心
得
」

を
公
布
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
旧
藩
時
代
の
焚
石
会
所
を
廃

止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
身
分
の
特
権
を
失
っ
た
武
士
と
庄
屋
は
、
採

炭
の
経
験
の
あ
る
者
と
結
託
し
て
、
こ
ぞ
っ
て
採
炭
の
許

可
を
得
た
が
、
の
ち
に
は
百
姓
が
五
、
六
人
で
組
ん
で
許

し
や
く
し

可
を
得
る
と
い
う
、
猪
も
杓
子
も
坑
主
に
な
っ
た
時
代
、

こ
れ
に
よ
っ
て
至
る
と
こ
ろ
で
、
小
ヤ
マ
の
乱
立
を
み
る

こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
は
問
屋
の
卸
さ
な
い

の
が
浮
世
。
維
新
戦
争
に
よ
る
不
景
気
が
早
く
も
到
来
し
、

せ
っ
か
く
掘
っ
た
石
炭
は
買
手
が
な
く
、
そ
の
う
え
期
待

し
た
減
税
は
実
施
す
る
ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
重
く
な
り
、

一
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
廃
業
す
る
者
が
続
出
し
た
。
ま

南
　
戦
　
争

た
百
姓
に
お
い
て
も
例
年
の
不
作
つ
づ
き
で
米
価
が
値
上

が
り
し
て
、
こ
れ
が
諸
物
価
の
高
騰
と
な
っ
て
は
ね
か
え

り
、
経
済
不
安
は
新
政
府
へ
の
不
満
と
な
っ
て
広
が
っ
て

い
っ
た
。

そ
の
う
え
新
政
府
は
、
明
治
四
年
に
廃
藩
置
県
と
断
髪

令
、
五
年
に
新
紙
幣
発
行
、
太
陽
暦
採
用
、
徴
兵
制
発
布
、

六
年
に
地
租
の
改
正
と
次
々
に
改
革
を
断
行
し
た
の
で
、

こ
れ
が
不
平
不
満
と
重
な
っ
て
不
穏
な
状
態
が
つ
づ
い
た
。

と
く
に
明
治
六
年
の
地
租
の
改
正
は
、
物
納
を
金
納
に
し

た
う
え
税
率
を
豊
凶
に
関
係
な
く
地
価
の
百
分
の
三
に
改

正
、
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は
作
付
不
能
の
大
早
ば
つ
の
年

に
な
り
、
そ
れ
に
経
済
不
安
が
重
な
っ
て
筑
豊
で
竹
槍
一

揆
が
発
生
し
た
。

一
揆
は
六
月
十
六
日
、
嘉
麻
郡
で
発
生
し
、
十
八
日
に

は
作
付
不
能
と
物
価
高
に
悩
む
百
姓
と
坑
夫
が
主
体
に
な

っ
て
遠
賀
郡
に
至
り
、
ま
ず
中
間
村
の
仰
木
戸
長
宅
を
焼

い
て
気
勢
を
あ
げ
、
余
勢
を
か
っ
て
芦
屋
へ
向
っ
た
。
と

こ
ろ
が
芦
屋
で
は
町
内
警
固
の
鉄
砲
自
衛
隊
を
組
織
し
て
、

こ
れ
に
対
抗
し
た
の
で
一
揆
の
流
れ
は
福
岡
県
庁
へ
と
向

い
、
二
十
五
日
、
福
岡
で
軍
隊
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
明
治
七
年
の
佐
賀
の
乱
、
九
年
の
秋
月
の
乱
、

萩
の
乱
と
つ
づ
き
、
明
治
十
年
（
一
八
七
六
）
の
西
南
戦

争
へ
と
発
展
し
て
い
く
が
、
そ
の
根
底
を
流
れ
て
い
た
も

の
は
経
済
へ
の
不
平
不
満
で
あ
っ
た
。

十
年
二
月
十
三
日
、
西
郷
隆
盛
ら
は
薩
摩
で
挙
兵
し
て
、

直
ち
に
北
上
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
対
し
政
府
軍
は
、
熊
本

鎮
台
を
援
け
る
た
め
二
月
二
十
六
日
、
乃
木
希
典
少
佐
を

連
隊
長
と
す
る
小
倉
第
十
四
連
隊
を
派
遣
、
三
月
に
入
る

と
関
西
方
面
の
兵
隊
が
ぞ
く
ぞ
く
と
若
松
港
へ
到
着
し
た
。

こ
の
と
き
政
府
軍
は
、
遠
賀
、
鞍
手
両
郡
で
軍
夫
を
緊

急
に
雇
い
入
れ
る
た
め
、
そ
の
手
当
て
を
坑
夫
賃
金
の
二

倍
と
し
た
の
で
、
若
い
百
姓
、
坑
夫
、
船
疎
ら
は
、
こ
ぞ

っ
て
応
募
し
兵
隊
と
と
も
に
南
下
し
て
い
っ
た
。

そ
の
た
め
、
ど
の
ヤ
マ
も
坑
夫
が
不
足
し
、
な
か
に
は

休
山
す
る
ヤ
マ
も
出
て
坑
夫
賃
金
は
見
る
み
る
う
ち
に
急

騰
し
た
。
し
か
も
本
土
か
ら
の
物
資
輸
送
で
石
炭
の
需
要

は
増
大
す
る
一
方
、
今
ま
で
一
万
斤
（
約
六
ト
ン
）
の
炭

価
が
ふ
ハ
～
七
円
で
あ
っ
た
の
が
二
十
円
に
な
り
、
ヤ
マ
は

短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
軍
需
景
気
で
わ
き
に
わ
い
た
。

当
時
、
筑
豊
で
次
の
唄
が
流
行
し
た
と
い
う
。

へ
西
郷
隆
盛
、
九
州
の
え
び
す

か
ね

い
く
さ
す
る
す
る
金
を
ま
く

ま
た
、
こ
の
お
か
げ
で
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
小

ヤ
マ
は
活
気
を
と
り
戻
し
た
が
、
し
か
し
九
月
の
城
山
総

攻
撃
に
よ
っ
て
戦
争
が
終
了
す
る
と
、
再
び
景
気
は
下
降

線
を
た
ど
り
経
営
難
に
落
ち
て
い
っ
た
。

一
方
、
佐
賀
藩
で
は
明
治
元
年
、
英
商
グ
ラ
バ
ー
商
会

と
共
同
で
洋
式
採
炭
に
着
手
し
、
翌
二
年
、
深
さ
四
十
三

メ
ー
ト
ル
の
立
坑
と
坑
内
外
に
排
水
ポ
ン
プ
と
石
炭
ま
き

揚
げ
機
を
完
成
し
た
。
地
獄
へ
落
ち
る
よ
う
な
深
い
立
坑

と
、
そ
こ
か
ら
人
手
な
し
で
運
び
出
さ
れ
る
石
炭
と
排
水
、

こ
れ
を
み
て
筑
豊
の
坑
主
た
ち
は
驚
い
た
。
こ
う
し
て
炭

坑
の
近
代
化
は
高
島
炭
鉱
か
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

．
る
。
し
か
し
筑
豊
は
相
変
ら
ず
の
小
ヤ
マ
の
乱
立
、
昔
の

ま
ま
の
タ
ヌ
キ
掘
り
で
採
炭
を
細
々
と
つ
づ
け
る
毎
日
で

あ
っ
た
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
　
会
長
　
柴
田
貞
志

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

口
幅
集
水
巻
町
総
要
（
電
2
。
1
Ａ
。
2
1
）
（

□
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


